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いかなる言語現象について も､常に新 しい解釈の生 じる可能性があろ うここれまでの伝続
的な捉え方に不備はないに しても､全 く別の角度か ら検討 し直 され る余地のあるものもあるC
例えば､長い研究の歴史のある音変化についても､従来とは連った新 しい視点からのアプロ
ーチが程起され得よ う｡理論 としての妥当性に関 しては､当然のことながらさまざまな親臨








象の中でも､最 も起こりやすいと考えられるのが 4)の同化である 三O-例を引けば､一見､
複雑そ うに見えるオランダ籍の指小辞(dimmdv)の付加 も､次の例に示 されるように､同化の
現象 として説明がつ く｡ ｢何か小 さなもの｣の意の指′ト辞は､基本形は je であ りながら
(huis｢蒙｣-huis･ier′小さな家｣)､語幹束の子音に応 じてその語形を変化 させる (sChoctl
r靴｣-S｡hoe叫 er小さな靴｣,k 'm r木｣-boom･pier小さな木｣)I.
本稿は､特に ｢同化｣の現象に注 目し､次の ト2章で提示する枠組みを用いて､通常､個














半母音 流音 鼻音 有声摩擦音 有声破裂音 無声摩擦音 無声破裂音
ghdes hguids nasals voiced voiced voiceless voiceless
fdCadves stOPS 鮎cadves stops
l つ 3 4 5 6 7
こうした関係はおよそ一般的に受け入れ られているところである｡本稿において､この図表
は､隣接する音節間で子音同士がどのような影響関係にあるかを考察する尺度 として有用で
ある=すなわち､ある音節 -V.C.とそれに続 くC:V:_とい う連続において､語末普 くlと語頭




cl> C2 の場合 :
Cが C2に何 らかの音的影響を与える









O'rimifbe血 ngscffekt)とい う考え方を用いて説明されるのが一般的である e二




















g,gh,k+t,th,d > kt > ht
b,bh,p+t,th,d > pt > ft
d,dh,I+t,th,d > ss/st> ss/st
その結果､親綾関係にある静養間に閉鎖音､摩擦音の交替が生 じ､例えば現代 ドイツ語の例
で言えば次のようなものである｡
feCkenr伸ばすJ :rcchtsr右に｣, geben｢与えるJ :Gift｢毒｣, ladenr積む｣ :l･astr積荷｣
さて､ここで社規 した､伝統的な昔法則の中には､一定の方向性が見て取れるように思われ




の場合 も､) 後続する C_.とい う歯茎昔からの影響を受けて､結果的に kt,pt,ss という音結
合が生 じる~O逆に､a = 無声音b.(,k)､CZ= 有声音(a)の場合,より影響力の強い C-が C:に
自らのもつ特性 <無声性 >を付与 したもの と想定できよう｡確かに､有声音同士の音の連続














W`achtendonck5ChePsalmen…は､別名 …KaLOhgerPs血 en"とも呼ばれ､10世紀にオランダ ･リ
ンプルクP.imbuf由方言で書かれたであろ うと推定される､ラテン語o'dgala)からの行間訳であ
る｡現存する写本は､旧約聖書 ･詩篇psalmen.)の うちの 1-2,18,54-72の 22詩篇で､詩篇の他の



















この文例の dumba｢愚かな｣ ≡dump-heider愚かさ｣,urkunden ｢証人｣ :urkunトSCaP｢紅｣ という
対を見比べてみて､それぞれの後者の複合語の中に見られる無声音化(b>p,d>りは､語末
音酎 ヒ(Auslautverhimndともみなせるが､また同時に､その子音に後続する無声摩擦音による
影響 とも考えられるrJこの文献では､こうした音環境で､単一語の場合よりもむ しろ一貫 し
て無声音化が起こる傾向があるO この傾向は､ 1-2章の枠組みで捉え直す とすると,C.(有声
32
河畔:5鹿町のgELg
閉鎖音)≦ C王(無声卓擦音)とい う条件のもと､G が C､に影響(この場合､無声音化)を与えて








これは､ S書くC:)が先行子音(cl- d)に影響を及ぼ しているケースであると言える｡同 じ
く "He払ndH では､同様の傾向が､写本間の相異を通 してさらに裏付けられるCすなわち､
当時の昔の状態を比較的､忠実に表記 しているC写本 と､表記上の画一化が進んだM写本 と









ここで.C写本 :iuBuトhedi｢青年期｣,M写本 :iugud-hedi｢青年期｣の対比か ら､h普くC;)が




古サクソン語 H`chaJld'の S写本は､その発見が今世紀 も 1970年代､ H`ehnd'第五の写本 と

























子音O',a)の同化現象が起こる前の hbJ(C)という語形を示 している.ここれ ら二つの語形につ
いて､i-2享の枠組みに則 して言えば､cl(b音)と G (d音)が子音度において対等の関
係にあり､cl≦ C2のケースに相当し､よって C三が Clに同化現象を引き起こしたと捉えら
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